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1 幻の島へ 

 

「
・
・
・
し
て
、
貴
方
様
は
？
」 

智
定
房

ち
じ
ょ
う
ぼ
う

は
居
住
ま
い
を
正
し
て
問
い
か
け
た
。 

「
私
は
秦＊

一

の
方
士

ほ

う

し

、
徐じ

ょ

福ふ
く

で
す
。」 

智
定
房
は
耳
を
疑
っ
た
。 

「
異
国
の
人
、
そ
れ
も
昔
、
伝
説
の
人
で
は
な
い
の
か
。」 

 

時
間
と
空
間
を
越
え
、
遙
か
な
海
上
で
二
艘
の
船
が
行
き
合
う
「
不
可
思
議
な
出
会
い
」
が
あ
っ
た
。 

 

智
定
房
は
自
ら
を
問
わ
れ
、
自
身
を
語
っ
た
。 

「
鎌
倉
の
御
家
人
下
河
辺
行
秀
、
出
家
し
智
定
房
と
申
し
ま
す
。 

 

思
い
を
定
め
、
熊
野
那
智
浦
よ
り
の＊

二

補
陀
落
渡
海

ふ

だ

ら

く

と

か

い

、
捨
身

し
ゃ
し
ん

の
行

ぎ
ょ
う

に
て
補
陀
落
の
島
へ
向
う
者
で
す
。」 

徐
福
は
驚
い
た
・
・
・
が
、
そ
れ
で
理
解
し
た
。 

 

「
な
ん
と
、
あ
の
奇
怪
な
船
が
浄
土
に
渡
る
と
い
う
渡
海
船
か
。」 

小
船
に
は
帆
柱
が
立
ち
、
鳥
居
の
あ
る
屋
形
が
設

し
つ
ら

え
て
あ
る
。 

そ
の
出
入
り
口
は
釘
打
ち
で
塞
が
れ
、
櫓
も
な
く
、
舵
も
な
い
船
だ
。 

戸
を
破
る
と
、
中
に
は
半
死
半
生
の
男
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。 

渡
海
船
は
、
ま
さ
に
「
海
上
の
棺

ひ
つ
ぎ

」
で
あ
っ
た
。 

 



幻の島へ 2 

 

助
け
出
さ
れ
、
養
生
す
る
智
定
房
に
、
徐
福
が
語
り
か
け
た
。 

「
私
と
共
に
蓬
莱
の
島
に
参
り
ま
せ
ん
か
。 

 

そ
こ
に
は
不
老
不
死
の
仙
薬
が
あ
り
、
永
久

と

わ

の
生
命

い

の

ち

を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。」 

智
定
房
は
頭

こ
う
べ

を
上
げ
、
徐
福
に
向
き
合
っ
た
。 

「
人
が
老
い
ゆ
く
衰
え
も
、
尊
い
生せ

い

の
姿
、 

 

死
は
、
生
き
る
こ
と
の
一
部
、
そ
の
帰
着
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。」 

静
か
に
応
え
た
。 

 

蓬
莱
の
島
へ
、
不
死
を
求
め
て
生
き
る
者
。 

補
陀
落
の
島
へ
、
死
を
求
め
て
生
き
る
者
。 

 

二
人
は
、「
生
き
る
」
こ
と
を
め
ぐ
り
、
対
話
の
時
を
重
ね
た
。 

想
い
が
交
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
互
い
を
知
り
、
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

智
定
房
は
、
再
び
、
渡
海
船
に
入
っ
た
。 

除
服
は
、
心
を
尽
く
し
た
。 

補
陀
落
渡
海
の
作
法
通
り
に
、
一
月
分
の
水
、
食
料
、
灯
明
の
油
を
運
び
込
み
、
新
た
な
戸
を
釘
打
ち
し
た
。 

艫
※
３
と
も

綱
づ

な

を
解
く
と
、
船
は
潮
に
の
り
、
帆
は
風
を
は
ら
み
、
旅
立
っ
た
。 
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離
れ
て
い
く
渡
海
船
・
・
・ 

徐
福
は
見
送
り
な
が
ら
、
智
定
房
の
別
れ
の
挨
拶
を
思
い
出
し
て
い
た
。 

 

『＊
四

天あ
ま

が
下
の
全
て
の
事
に
は
季
節
が
あ
り
、
全
て
の
業わ

ざ

に
は
時
が
あ
り
ま
す
。 

 

生
ま
れ
る
に
時
が
あ
り
、
死
ぬ
に
時
が
あ
り
ま
す
。』 

「
私
は
、
そ
の
時
の
間
を
こ
そ
、
生
き
る
と
知
り
ま
す
。 

 

渡
海
船
は
、
老
い
を
生
き
る
私
の
宇
宙
。」 

「
そ
れ
を
見
定
め
、
私
の
時
を
生
き
る
た
め
、
補
陀
落
の
島
へ
向
い
ま
す
。」 

 

徐
福
の
口
か
ら
、
つ
ぶ
や
き
が
漏
れ
た
。 

「
美
事
な
・
・
・
」 

言
葉
は
静
か
な
風
と
な
っ
た
。 

 

昔
む
か
し

今い
ま

、「
不
可
思
議
な
世
界
」
の
出
来
事
だ
っ
た
。 

 

〈
注
釈
〉 

一 

秦
の
方
士
、
徐
福 

〇
方
士
は
神
仙
の
術
を
行
う
者
。
徐
福
は
不
老
不
死
の
仙
薬
を
求
め
蓬
莱
の
島
を
探
し
に
出
た 

二 

補
陀
落
渡
海
と
捨
身
の
行 

〇
観
音
菩
薩
が
住
む
浄
土
・
補
陀
落
の
島
を
め
ざ
し
、
身
を
犠
牲
に
し
て
海
を
渡
る
行 

三 

艫
綱 

〇
船
の
先
を
「
舳
先
（
へ
）」、
船
尾
を
「
艫
（
と
も
）」
と
呼
ぶ
。
船
尾
で
つ
な
い
だ
綱 

四 

『
天
が
下
の
・
・
・
』 

〇
旧
約
聖
書
・
伝
道
の
書
（
コ
レ
ヘ
ト
の
言
葉
）
よ
り
一
部
抜
粋
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時
間
と
空
間
を
越
え
、
遙
か

な
海
上
で
二
人
の
男
が
行
き
交

う
「
不
可
思
議
な
出
会
い
」
が

あ
っ
た
。
不
老
不
死
を
求
め
蓬

莱
（
ほ
う
ら
い
）
の
島
を
目
指

す
徐
福
（
じ
ょ
ふ
く
）
。
浄
土

を
求
め
補
陀
落
（
ふ
だ
ら
く
）

の
島
を
目
指
す
智
定
房
（
ち
じ

ょ
う
ぼ
う
）
。
二
人
が
生
と
死

を
語
り
合
う
。
生
死
を
め
ぐ
る

先
人
達
の
思
索
と
探
求
の
物

語
。 


